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瑠
璃
壇
考

　
　
　
　

信
州

善
光
寺
の

場
合

小

　
林

　
順

　
彦

　

信
州
善
光
寺
の

本
尊
は
一

光
＝ ．
尊
阿
弥
陀
如
来
と

さ
れ
、

絶
対
秘
仏
で

あ
り
誰
も
窺
い

知
る

こ

と

は

出
来
な
い

。

そ
の

本
尊
が
安
置
さ
れ
て

い

る

部
屋
は

「

瑠
璃
壇
」

と

呼
ば

れ、

善
光
寺
の

な
か

で

最
も
神
聖
な
場
所
で

あ
る

。

従
っ

て

そ
こ

に

入
れ

る

者
は

善
光

寺
本

坊
大
勧
進

正

副
住

職、一．

名、

並
び

に

天
台
宗
堂
奉
行
職
五

名
の

計
八

名
に

限
ら
れ、

他
は
一

切
の

入
室
を

禁
じ
ら
れ
て

い

る
。

　
で

は

な
ぜ

阿

弥
陀

如
来
の

安
罹
さ
れ
て

い

る

部
屋
が

「

瑠

璃
壇
」

と

呼
ば
れ

る

の

か。

江
戸
時
代
に

家
世
々

本
坊

大
勧
進
に
仕
え
た

博
学
岩
ド

貞
融

も、

そ
の

著
「

芋

井
三

宝

記
』

で

「

瑠
璃
壇
と
い

ひ

つ

た

え
な

れ

ば
、

本
尊
は

薬
師
な
ら
ん

な
ど
と

い

う
人
あ
り

、

な

つ

み

た

る

せ

つ

な
り

云
々

」

と

し
て
、

明
確
な
根
拠
を
出
し
て

い

な
い

。

確
か
に

本
尊
が

東
方

浄
瑠
璃

世
界
の

教
キ
で

あ
る

薬
師
如
来
で

あ
れ
ば
、

「

瑠
璃
壇
」

と
い

う

名
称
の

理

由
も

肯
首
出

来
る

が、

本
尊
は

阿
弥

陀
で

あ

り
薬

師
で

は

な

い
。

明

治
に

刊
行
さ

れ

た

『

善
光
寺
小
誌」

で

は
、

「

瑠
璃
壇
は
須

弥
壇

の

意
な

り
。

本
寺
に

於
て

殊
に

瑠
璃
壇
と

呼
ば

る
。

」

と

し
て

、

瑠
璃
壇

を

道
場
内
に
置
か
れ
る
須
弥
壇
と

し
て

捉
え
て

い

る
。

し
か
し
通
常
須
弥

壇
は
、

木
ま
た

は
金
石
な
ど

を
以
っ

て

須
弥
山
形
の

壇、
を
造
り
仏
像
を
安

置
す
る

壇
を
い

う
の

で

あ
り

、

仏
像
を

安
置
し
て

い

る
部
屋
を
指
す
も
の

で

は

な
く、

こ

の

説
明
も
肯
首
出
来
か
ね
る

。

　

そ
も

そ
も

「

瑠

璃
壇
」

と
い

う
語
は
、

「

戒
壇
」

の

こ

と

を

指
す
よ

う

で

あ
る

。

わ

が
円
仁
（
七
九
四
ー
八
六
四）

の

『
入
唐
求
法
巡
礼
行
記
』

（
以
下、

『

行
記
』

と

略
す）

開
成
三

年
（

八
＝ ．
八
）

十
月
十
九

日
の

条
に

は
、

「

唯
五

台
山
に

戒
壇
一

処
、

洛
陽
の

終

山
に

瑠
璃

壇
一

処
の

み
。

此

の

二

つ

よ

り
外
は

皆
悉
く
禁
断
せ

り
」

と

あ
り、

開
成
五

年
（

八

四

〇
）

四
月
十
四

日
の

条
で

は
、

「

晩
際
戒
壇
院
に

は

い

っ

て

新
置
の

壇

場
を

視

る
。

（
中
略）

壇
色
は

青
碧
な
り

。

時
人
云

う
、

「

瑠
璃
色
を

取
る

云
々
」

と
」

と
あ
る

よ

う
に、

「

瑠
璃
壇
」

は

恐
ら

く
は、
瑠
璃
瓦
を

用
い

て

築
壇

さ
れ

た

故
に

名
づ

け
ら

れ
た

も
の

と

考
え
ら

れ

る
。

　

翻
っ

て

善
光
寺
の

場
合
は

ど

う
で

あ
ろ

う
か
。

先
に
「

瑠
璃
壇
」

は

戒

壇．
の

事
を

指
す

語
で

あ
る

と

述
べ

た

が、

戒

壇
と

言
え
ば

善

光
寺
に

は

笥

戒
壇
め

ぐ
り

」

が
あ
る

。

し
か

し
「

戒
壇
め

ぐ
り

」

の

「

戒
壇
」

は

後

世
の

命
名
で

あ
り

、

「

瑠

璃
壇
」

を
戒
壇
と
を

会
通
さ
せ

る

こ

と
は

困
難

と

思
わ

れ

る
。

『

善
光

寺
史
研
究
』

で

は
、

「

善
光
寺
の

戒
壇
は

其
実
回
壇

に

し
て

俗
に

『

お

台
座

め
ぐ
り

』

と

云

ふ

も
最
も
名
実
適
ふ

を
見
る

。

台

家
の

戒
壇
は

大
乗
に

授
く
る

所
に
し
て

其
様
全
く
異
な
れ
り

。

」

と
い

い
、

戒
壇
は

実
は

回
壇
の

意
で
、

本
尊
安
置
の

台
座
と

し

て

捉
え
て

い

る
。

実

際
こ

の

戒
壇
め

ぐ
り
で

授
戒
儀
礼
が
行
な
わ

れ

た

と
い

う
事
実
は

無

く、

こ

れ
と

似
た

よ

う
な
記
述
は
、

史
書
並
び
に

風
俗
史
に
散
見
さ
れ
る

こ

と

か
ら、

本
来
戒
壇
が
持
つ

意
義
を、

善
光
寺
の

「

戒
壇
め
ぐ
り

」

に

適
用

す
る

こ

と

に

も

無
理
が

あ
る

。

　

な
ら
ば

「

瑠
璃
壇
」

は
ど

の

よ

う
に

解
釈
す
れ
ば

よ
い

か
。

こ

れ
は

あ

く
ま
で

も
推
測
の

域
を

出
な
い

が、

宝
永
年
問
に
本
堂
が
再
建
さ
れ
た

時

の

設
計
図
が

三

種
現

存
し
て

い

る
。

こ

の

中
の
一

つ

に

「

瑠
璃
壇
」

を

「

瑠
璃
殿
」

と

記
述
し

て

い

る
も
の

が

あ
る

。

寛

文
八

年
版

善
光
寺
縁
起

に
も

「

瑠
璃
殿
」

の

語
が
見
ら
れ
る

か
ら

、

全
く
の

誤
植
と
も

考
え
に

く

い
。

「

瑠
璃

殿
」

は

『

行
記
』

開
成
四

年
（

八

三

九）

一

月
三

日
の

条
に、
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「

南
岳
大

師
の

顔
像
を

尋
ね
写
し
て

揚
州
竜

興
寺
に

着
す

。

勅
し

て

法
花

道

場
の

瑠
璃
殿
の

南
廊
壁
上
に

安
置
せ

し

む
。

」

と

あ
り．

法

華
道
場
の

中
の
一

道
場
で

あ
っ

た
こ

と
が

わ

か
る

。

『

法
華
経』

に

は

「

阿
逸
多

、

若
し
善

男
子、

我
が

寿
命
の

長
遠
な
る
を
説

く
を

聞
き
て、

深
心
に

信
解

せ
ば
、

（

中
略
）

こ

の

娑
婆
世
界、

そ

の

地

瑠
璃
に

し

て
、

坦

然
平
正
に

、

閻
浮
檀
金、

以
っ

て

八

道
を
界
い

云
々
」

と

し
て、

こ

の

娑
婆
世
界
が
実

は
瑠
璃
の

浄
土
で

あ
る

と
の

記
述
が
あ
る

。

況
や
本
尊
は
閻
浮
檀
金
製
で

あ
る

。

室
町
時

代
の

善
光
寺
は

法
華
・

常
行
両
道
場
を

有
し
て

い

た
。

現

在
に

至
る

ま
で

毎
日

『

法
華
経
』

が
読

誦
さ
れ
て

い

る

善
光
寺
は
正
に

法

華
道
場
な
の

で

あ
り、

故
に

本

尊
安
置
の

場

所
は

「

法

華
経
』

に

依

拠
し

て

当
初
は
「

瑠

璃
殿
」

と

称
さ

れ
た
の

で

は
な
か
ろ

う
か

。

そ
し
て

そ
れ

が
い

つ

し
か

「

宮
殿
」

と

混
同
し
な
い

よ
う
に

、

特
に

『

瑠
璃
壇
』

と
変

化
し

て

い

っ

た
の

で

は
な
い

か

と

思
う
の

で

あ
る

。

『

弘
智
法
印
御
伝
記
」

と

即

身
仏
の

研
究

ジ
ョ

ン
・

モ

リ
ス

　

本
報

告
は

日

本
と
日

本
以
外
の

場
所
で

ミ

イ
ラ

に

な
っ

た
聖
な
る
人
々

の

思
想

史
に

関

す
る

プ
ロ

ジ
ェ

ク

ト
の
一

部
で

あ
る

。

先
行
研
究
で

は、

弘

法
大

師
入

定
説
が、

主
に

江
戸

時
代
の

も
の

で

あ
る
「

即
身
仏
」

に

最

も
重
要
な

影
響
を

与
え
た
こ

と
が

認
識
さ
れ
て

い

る
。

発
表
者
の

研
究
に

お
い

て
、

弘
法
大
師
入

定
説
と

『

平
安

往
生

伝
集
』

に

お

け
る
遺
体
が
腐

敗
し

な
い

こ

と
に

関

す
る

瑞
相
思
想
の

関
連

性
が
注
目
さ

れ
る

。

ま
た、

『

元
亨

釈
書
』

十
一

な
ど

に

よ

れ
ば
、

高
野
山
で

空

海
以

外
の

僧
侶
が、

空
海
入
滅

＝

壬
二

年
後
に

成
立
さ
れ
た
九
六
八

年
の

「

金
剛

峯
寺
建
立

修

行
縁
起
』

に

お
い

て

始
め
て

記
録
さ
れ
る
弘

法
大
師
入

定
説
が
語
る

よ

う

な
遺
体
が

腐
敗
し
な
い

話
も
あ
る

。

従
っ

て、

比

較
的

早
い

段
階
か
ら

真

言
宗
の

中
に

お
い

て

弘
法
大
師
の

入
定
を

真
似
る

こ

と
が

見
ら
れ

る
。

し

か
し、

空

海
が

本
当
に

「

入
定
ミ

イ
ラ
」

に

な
ろ

う
と
し
た
こ

と

は

非
常

に

疑
わ
し

い

の

で
、

空

海
を

真
似
た

僧
侶
は

入

定
説
か、

空

海
の

思

想

か、

あ
る

い

は

そ

の

両
方
を

真
似
た

の

で

あ
ろ

う
か．、

即
ち、

空

海
の

『

即

身
成

仏
儀
」

に

お

け
る
「

即
身
成
仏
」

と
の

関
係
は
明

確
な
の

で

あ

ろ

う
か

。

「

入

定
ミ

イ
ラ

」

に

な

る
こ

と
が

即
身
成
仏
す
る

こ

と
と

同

様

で

あ
る

こ

と
を

詳
し
く
説
明
す
る
資
料
は

な
い

。

現
存
最

古
の

即
身

仏
で

あ
る

弘
智

法
印

（

＝
二

六
三

年
没）

に

関
す
る

資
料
が

比

較
的
豊
富
で

あ

る
。

中
に

は

容

易
に

入
手
で

き
な
い

寺
な
ど
で

保
管
さ

れ
て

い

る

資

料
が

あ
る

が
、

『

弘
智
法
印
即

身
仏
御
縁

起
』

か

ら

始
ま
る
一

時

期
大
変
著
名

で

あ
っ

た
と
み

ら
れ
る

弘
智
法
印
の

伝
記
と

な
る

資
料
と

新
潟

県
海

雲
山

西
生
寺
（

智
山
派
）

に

行
っ

て

弘
智
法
印
を

尋
ね
た

人
々

の

記
録
が

あ
る

。

　
そ
の

資

料
の

中
で

特
に

興
味
深
い

の

は
、

本
報
告
の

焦

点
と
な
る
一

六

八
五

年
に

成
立
し
た

『

弘
智
法
印
御
伝
記
』

と
い

う
江
戸

時
代
に

人

気
を

集
め
た
浄

瑠
璃
で

あ
る

。

弘
智
法
印
没
二

百
五

卜

年
後
に

書
か
れ

た

『

弘

智
法
印
御
伝
記
』

は、

も
ち
ろ

ん

弘
智
法
印
の

生
涯、

思

想
、

修
行
に

つ

い

て

確
実
な
情

報
を

提
供

す
る

わ

け
で

は

な
い

。

『

弘
智

法
印
御
伝
記
』

の

内
容
は
江
戸
初
期
の

文
芸
と

大
衆
的
宗
教
思

想
を
反
映
し

て

い

る
。

本

研
究
は
そ
の

作
品
に

見
る
江
戸
初
期
の

大
衆
的

宗
教
に

お
け
る

即
身
仏
の

捉
え
方
を

考
察

す
る

試
み
で

あ
る

。

平

安
時

代
か
ら
現

代
ま
で

即
身
仏
に

関
す
る

資

料
の

キ

ー

ワ

ー

ド
と

な
る
「

往
生
」

、
「

成
仏
」 、
「

弥

勒
」

、

「

弘

法
大
師
」

な
ど

に

主
眼
を
置
き、

本
資
料
に

見
る
理
想
的
な
死
や

、

仏
に
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